
無

意

識

千
　
葉
　
　
胤
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凡
そ
吾
人
の
精
紳
生
活
は
無
意
識
よ
5
出
で
、
無
意
識
に
入
る
。
鮭
に
無
意
識
は
意
識
無
き

の
意
に
．
あ
ら
ず
、
一
切
の
思
量
分
、
別
を
超
越
、
、
せ
る
霜
野
の
、
意
識
に
名
け
差
る
言
語
に
外
な
ら
澱
。

然
る
に
無
意
識
の
語
は
從
來
種
々
の
意
に
用
ゐ
ら
れ
、
時
と
し
て
副
意
識
潜
在
意
識
の
語
を
以
て

呼
ば
れ
、
或
は
是
簿
の
間
に
何
等
か
の
差
違
を
認
め
互
に
蟻
封
立
せ
し
め
ら
る
＼
こ
と
も
あ
る
心

何
れ
に
す
る
自
室
義
の
無
意
識
は
蓮
例
の
意
昧
に
於
け
る
意
識
を
以
て
考
察
す
べ
か
ら
ざ
る
精

神
生
活
を
意
味
す
る
縮
に
於
て
一
致
す
と
云
ふ
こ
と
が
出
留
る
。
　
吾
人
は
カ
ル
ス
と
共
に
、
あ
「
ら

ゆ
る
意
識
は
，
無
意
識
よ
ヶ
開
展
す
る
を
以
て
意
識
的
精
紳
生
活
を
理
解
す
る
關
鍵
は
實
に
無
意

識
に
あ
り
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
元
來
無
意
識
叉
は
無
意
識
的
て
ム
概
念
を
始
め
て
心
理
學
の
領
域
に
齎
し
π
の
は
、
後
に
述
ぶ

る
が
如
く
ラ
イ
プ
ニ
ソ
ヅ
で
あ
る
。
爾
來
哲
學
的
証
は
心
理
學
的
に
此
に
証
し
種
々
の
見
解
を
立

　
　
　
　
無
　
意
　
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圏
七
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八

榔
せ
る
者
績
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
殊
に
近
時
填
米
等
の
諸
國
に
あ
ウ
て
憂
態
叉
は
通
俗
心
理
學
に

　
於
て
不
明
な
る
叉
は
困
難
な
る
精
聯
現
象
を
考
昭
南
す
る
に
言
う
頻
う
に
古
語
を
か
う
來
少
て
謹

　
明
の
具
と
な
し
、
無
意
識
の
論
は
寧
ろ
是
等
諸
國
に
於
て
顯
著
な
る
の
槻
を
呈
す
る
に
至
っ
て
居

　
る
。
無
意
識
の
語
は
勿
論
．
d
u
ご
Φ
薯
霧
雨
8
．
、
嵩
9
曾
ω
鼠
§
ψ
．
の
謬
で
あ
る
が
、
米
誌
等
に
あ
ウ
て
は
寧
ろ

　
通
例
“
警
ぴ
8
塁
。
δ
諺
、
の
語
用
ゐ
ら
れ
副
意
識
叉
は
潜
在
意
識
を
意
味
す
る
乙
と
が
多
い
。
三
時
と

　
し
て
は
．
。
。
言
疑
濯
ぎ
巳
．
又
は
．
彦
鍵
α
q
営
巳
．
て
ふ
語
に
て
呼
ば
る
覧
こ
と
あ
ウ
、
稀
に
．
8
占
。
霧
鼠
。
蓄
、
の
語

　
を
用
ゆ
る
こ
と
も
あ
る
。
重
油
の
語
は
夫
々
特
殊
の
意
味
を
有
す
る
乙
と
あ
る
も
、
多
く
は
混
薦

　
せ
ら
れ
一
々
明
確
な
る
定
義
を
興
ふ
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
其
故
に
吾
人
は
鼓
に
は
語

　
義
に
妬
し
考
察
、
す
る
こ
と
な
く
、
先
づ
無
意
識
な
る
概
念
の
登
達
を
通
覧
し
、
次
に
之
に
曝
す
る
論

　
、
争
の
梗
概
を
略
叙
し
、
最
後
に
嵜
．
人
の
見
解
の
要
領
を
述
べ
や
う
と
思
ぶ
の
で
あ
る
・
（
じ
　
　

、

　
　
　
　
　
　
　
　
幽
剛

　
無
意
識
て
ム
概
念
を
始
め
て
心
理
學
の
領
域
に
齎
し
π
の
は
前
述
の
如
く
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
で
あ

る
。
彼
ば
個
膿
の
腹
立
を
唱
へ
な
が
ら
な
ほ
減
結
合
を
認
め
、
其
本
論
を
輩
子
（
営
9
】
誌
。
）
に
回
し
π

（
二
）

の
で
あ
る
。
而
か
も
是
等
本
気
は
各
窓
を
有
せ
ず
、
從
っ
て
愚
問
に
何
等
の
作
用
な
か
る
べ
き
筈



　
な
る
に
、
實
際
は
皆
同
一
生
活
を
螢
み
枳
互
影
響
す
る
駈
あ
る
が
如
き
槻
を
呈
し
て
居
る
。
之
を

　
義
定
調
和
（
葺
毒
。
巳
Φ
τ
敏
魚
些
闘
仏
〉
と
云
ム
の
で
あ
る
。
然
る
に
此
豫
定
調
和
の
根
元
は
紳
に
存
す
る
。

　
よ
ウ
て
紳
を
ぱ
原
始
軍
扇
と
嘉
す
・
。
．
即
霊
鳥
子
は
原
始
輩
子
だ
る
紳
に
よ
づ
て
豫
与
せ
ら
る

　
＼
を
以
て
．
全
禮
は
同
一
目
的
に
向
ひ
存
す
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
臓
。
き
れ
ど
個
々
の
作
用
よ
う

　
見
る
と
き
は
、
｝
定
の
法
益
に
從
ひ
必
然
的
π
る
を
免
れ
諏
。
但
し
此
軍
子
ば
蚕
世
界
を
表
象
す

　
る
竜
全
世
界
を
意
識
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
．
而
し
て
箪
子
の
完
全
な
る
に
從
ひ
無
意
識
作
用
は
減

　
．
ず
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
無
意
識
の
表
象
は
極
小
の
知
畳
を
有
し
、
是
帥
極
小
知
畳
（
帽
⑦
無
＄
慧
ぎ
Φ
等

　
註
。
口
ω
）
で
あ
る
。
こ
は
吾
人
の
意
識
に
上
ら
ず
と
錐
も
、
そ
が
結
合
す
る
と
き
は
意
識
的
と
な
φ
、
吾

　
人
の
知
畳
或
は
表
象
を
生
ず
る
。
さ
れ
ど
此
輿
へ
ら
れ
た
る
度
の
意
識
と
無
意
識
と
の
問
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
任
意
数
の
申
問
段
階
介
在
す
る
を
以
て
所
謂
極
小
知
畳
竜
唯
割
合
に
無
意
識
な
る
に
過
ぎ
ぬ
。

　
曰
く
『
海
波
は
膨
済
の
晋
を
な
す
竜
滴
々
だ
る
擬
花
は
吾
人
の
耳
に
属
せ
綴
。
　
而
か
も
吾
人
は
艶

　
際
謡
扇
を
有
し
な
い
の
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
波
浪
の
響
愚
な
ほ
鮎
滴
の
同
時
的
百
歳
よ
ウ

　
成
る
か
ら
で
あ
る
』
と
。
，
か
く
て
意
識
的
心
的
作
用
も
畢
覧
無
意
識
的
の
結
果
で
あ
る
と
思
惟
し

　
た
の
で
あ
る
。
ラ
イ
ブ
エ
ク
ヅ
の
理
性
論
に
反
封
し
π
の
は
ロ
ッ
タ
の
経
駿
論
で
あ
る
が
、
彼
が
耳
ヅ
グ

謝
の
認
識
論
を
批
評
せ
る
際
、
人
類
に
生
得
な
る
無
意
識
的
内
容
の
存
在
を
主
張
し
て
居
る
。
p
ソ
ぞ

　
　
　
　
　
無
　
惹
　

識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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○

に
よ
れ
ば
、
吾
人
の
心
に
は
本
有
鶴
念
曾
口
三
。
海
霧
）
な
る
も
の
な
く
、
な
ほ
臼
紙
に
比
す
べ
き
で
あ
る
。

故
に
観
念
は
外
界
よ
う
來
次
げ
れ
ば
な
ら
ず
、
即
経
験
よ
う
來
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
経
験
に
は

二
つ
あ
う
、
養
性
へ
器
霧
魯
§
）
と
悟
性
（
お
嶽
a
o
こ
即
是
で
あ
る
。
前
者
は
外
威
δ
纂
鶏
。
・
Φ
話
Φ
）
よ
夢
起
ら

後
者
は
内
威
（
一
一
戸
影
O
目
　
ロ
Q
¢
⇔
ご
α
O
）
よ
ウ
生
ず
る
。
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
之
に
馴
し
て
云
っ
て
居
る
。
　
ロ
ッ
ク
が
吾

人
の
認
識
は
悟
性
と
威
牲
と
の
二
つ
よ
ρ
覆
る
と
せ
る
は
正
當
で
あ
る
が
、
本
有
槻
念
な
し
と
せ

・
Q
は
誤
っ
て
居
る
。
吾
、
の
観
念
は
平
平
的
に
本
有
な
ら
ざ
る
も
、
・
奪
も
畢
覚
本
器
具
存
的
（
．
一

埋
葺
。
　
①
）
で
あ
る
。
帥
現
在
意
識
さ
れ
ざ
る
も
、
本
蕩
心
に
圃
有
に
し
て
維
験
に
よ
φ
次
第
に
意
識

的
と
な
る
竜
の
で
あ
る
。
か
く
て
表
象
に
二
あ
ウ
と
な
し
、
羅
な
る
表
象
を
知
畳
（
醤
H
8
薯
8
）
と
名

け
、
其
意
識
的
と
な
う
し
竜
の
を
明
覧
（
ε
℃
題
曾
嘗
。
μ
）
と
督
し
、
明
畳
に
よ
参
て
無
意
識
的
内
容
が
始

め
て
意
、
識
的
に
結
合
せ
ら
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
此
無
意
識
的
心
的
内
容
の
論
ば
．
ラ
イ
ブ
晶
ッ
ッ
以
來
種
々
の
方
面
に
波
号
せ
る
が
、
ヘ
ル
バ
ル
駆

に
至
り
一
開
展
を
な
し
π
の
で
あ
る
。
即
ヘ
ル
バ
ル
ト
に
あ
ウ
て
は
、
意
識
の
閾
下
に
あ
る
如
き

表
象
を
以
て
無
意
識
と
呼
ん
で
居
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
意
識
は
精
紳
が
他
の
實
膿
に
醤
す
る
關
係

の
総
和
で
あ
る
が
、
封
象
に
封
ず
る
闘
係
從
っ
て
其
に
鷹
ず
る
表
象
は
悉
く
同
じ
強
さ
を
有
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

も
の
に
あ
ら
ず
、
或
考
は
他
を
騒
嘉
し
緊
張
せ
し
め
不
明
な
ら
し
め
叉
黒
革
の
開
係
に
あ
ら
し
む



　
蒼
こ
と
が
あ
る
。
　
さ
れ
ど
塵
服
せ
ら
れ
だ
る
表
象
は
全
然
溝
失
せ
る
竜
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
燈
織

　
の
閾
に
侍
し
適
當
な
る
時
再
び
生
起
し
親
近
な
る
表
象
と
結
合
し
協
力
し
て
躍
幽
す
る
も
の
で

　
あ
る
。
　
而
し
て
此
表
象
の
蓮
華
は
力
學
の
法
則
に
從
っ
て
考
察
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
惟
し

　
啄
て
．
居
る
。
是
實
に
彼
が
歎
學
を
心
理
學
に
適
用
せ
ん
と
試
み
だ
る
所
以
で
あ
る
。
嘗
て
意
識
の

　
閾
に
侍
し
て
座
服
さ
れ
不
勝
瞭
な
る
域
に
働
き
つ
＼
あ
る
表
象
は
、
吾
人
之
を
孚
ば
意
識
す
る
竜

　
の
に
し
て
威
情
帥
燈
で
あ
る
。
然
る
に
此
戚
情
は
そ
が
躍
出
せ
ん
と
す
る
努
力
の
結
果
の
大
ぞ

　
る
か
小
な
る
か
に
從
ひ
夫
々
の
欲
望
と
し
て
現
は
れ
、
其
欲
望
が
結
果
の
希
望
を
有
す
る
と
き
は

　
意
，
志
と
な
る
。
其
故
に
意
志
も
特
製
の
精
帥
能
力
に
あ
ら
ず
し
て
、
主
表
象
の
他
に
甥
す
る
關
係

　
に
醜
く
に
過
ぎ
臓
。
　
而
し
て
閾
下
に
あ
る
表
象
と
錐
竜
、
費
際
の
表
象
に
行
は
る
、
以
外
の
法
鋼

　
に
從
ふ
禧
の
に
あ
ら
ず
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
無
意
識
の
概
念
を
し
て
全
然
思
辮
的
な
ら
し
め
カ
の
は
シ
ェ
リ
ン
グ
で
あ
る
。
而
し
て
其
自
然

　
哲
學
の
先
騙
を
な
せ
る
は
カ
ル
ス
な
う
と
稔
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
此
患
者
は
互
に
梢
影
響
す
る
所

　
が
あ
っ
π
や
う
に
思
は
れ
る
。
　
カ
ル
ス
に
よ
れ
ば
無
意
識
と
意
識
と
は
吾
人
内
部
の
漁
期
或
は

　
無
意
識
的
理
念
よ
ゐ
出
で
π
る
光
線
π
ウ
、
而
し
．
て
無
意
識
的
光
輝
は
無
鑑
藏
の
泉
に
し
て
之
よ

謝
　
う
し
て
常
に
豊
富
な
る
．
薪
意
識
生
起
す
る
の
で
あ
る
。
　
露
盤
は
自
然
の
無
意
識
的
支
配
に
蓮
き

　
　
　
　
　
無
意
識
　
　
　
　
．
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
五
一
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而
し
て
之
に
よ
り
て
生
長
．
す
る
竜
の
で
あ
る
。
晦
し
て
あ
ら
ゆ
る
意
識
は
そ
が
美
的
自
然
性
に

到
逮
せ
ん
が
泥
め
に
は
更
に
無
意
識
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
綴
。
其
故
に
何
れ
に
あ
う
て
竜
無

意
識
は
最
初
に
し
て
最
後
、
意
識
は
翠
に
其
手
段
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。
　
凡
て
病
め
る
悪
し
「
き
目
的
な

き
痛
覚
し
き
及
突
け
た
る
竜
の
は
無
意
識
と
乱
費
の
關
係
な
く
、
其
等
は
意
識
と
典
に
始
め
て
生

起
す
る
竜
の
で
あ
る
。
故
に
無
意
識
に
は
疑
、
動
揺
、
北
勢
、
征
野
叉
は
病
の
存
す
る
な
く
そ
は
實
に

確
實
、
賢
明
及
美
、
容
易
及
疲
れ
な
き
直
接
性
を
以
て
働
．
《
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ど
彼
は
な
ほ
シ
毘
リ

ン
グ
と
共
に
意
識
は
膚
由
の
光
に
於
て
働
き
、
無
意
識
は
沈
獣
せ
る
必
然
的
法
蜀
に
從
ふ
竜
の
と

思
惟
し
て
居
る
。

　
更
に
シ
寵
リ
ン
グ
に
至
う
て
は
、
其
思
辮
的
色
彩
を
し
て
盆
々
濃
厚
覆
ら
し
め
て
居
る
。
彼
の
哲

學
は
7
ヒ
ヒ
プ
の
知
識
學
に
趨
で
更
に
一
歩
を
進
め
カ
る
竜
の
で
あ
る
が
、
自
然
界
は
無
意
識
的
霊

智
の
作
用
を
経
て
意
識
的
慧
智
の
作
用
に
遷
せ
ん
と
す
る
過
程
な
り
と
見
、
從
っ
て
膚
然
に
．
竜
一

の
目
的
あ
ウ
と
し
、
之
を
生
活
生
命
に
蹄
し
だ
の
で
あ
る
。
欝
然
は
冷
然
の
蓮
結
を
な
す
唱
の
に

あ
ら
ず
、
嚇
大
有
機
土
を
形
成
す
る
竜
の
に
し
て
、
各
部
分
は
低
級
の
カ
よ
う
高
級
の
カ
に
移
る
段

階
に
直
な
ら
ず
結
局
皆
生
活
並
に
意
解
を
生
ず
る
が
た
め
に
存
す
る
竜
の
で
あ
る
。
　
さ
れ
ど
貞

然
は
生
活
て
ふ
欝
的
あ
れ
ど
、
そ
は
翻
然
と
し
て
客
観
帥
で
あ
る
、
聖
駕
観
的
自
然
が
爵
我
の
巾
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に
現
は
る
＼
と
き
は
、
眞
に
遊
に
調
和
を
得
べ
き
で
あ
る
。
算
し
て
そ
は
自
然
を
美
術
的
に
直
観

す
る
こ
と
に
ょ
う
、
師
天
才
の
働
に
よ
り
て
藝
術
を
作
る
と
き
は
．
其
革
製
は
天
才
の
意
識
よ
う
生

ぜ
し
も
の
に
し
て
、
目
的
を
供
ふ
る
竜
同
時
に
無
意
識
的
臼
然
に
等
し
く
．
鼓
に
意
識
と
無
意
識
と

の
完
全
な
る
調
和
を
得
る
。
故
に
天
才
は
露
智
に
し
て
薗
然
で
あ
る
。
帥
天
才
の
作
れ
る
藝
猜

は
有
限
申
に
無
限
を
表
は
す
も
の
と
云
ふ
こ
と
が
出
町
る
と
し
て
居
る
。

　
上
蓮
の
傾
向
に
勤
し
莫
國
に
あ
う
て
は
ジ
獄
ン
・
ス
チ
ュ
ワ
ル
ト
・
ミ
ル
、
べ
貰
ン
、
ス
ペ
ン
ず
i
等
獄
國

に
あ
ウ
て
は
・
。
ツ
エ
の
特
に
乏
に
反
甥
す
る
も
の
績
出
せ
る
も
、
他
面
に
於
て
哲
學
的
心
理
學
的

に
無
意
識
の
論
を
な
す
竜
の
亦
少
く
な
い
。
　
面
し
て
從
來
に
比
し
著
し
く
心
理
學
的
特
色
を
帯

ぶ
る
に
至
れ
る
が
、
其
無
刀
頭
に
あ
る
竜
の
を
フ
ェ
ヒ
ネ
ル
と
す
る
。
　
フ
書
ネ
〃
に
よ
れ
ば
墨
筆
的
と

物
質
的
と
の
差
違
は
存
せ
ず
、
そ
は
母
性
の
内
面
と
外
面
と
の
差
に
過
ぎ
綴
。
即
そ
は
現
象
的
に

し
て
槻
r
者
の
立
脚
地
の
違
に
墓
き
本
質
的
差
異
存
せ
ず
、
讐
へ
ば
同
一
球
の
凸
凹
爾
面
に
も
比
す

べ
く
、
爾
者
の
關
係
を
研
究
す
る
竜
の
即
精
興
物
理
學
で
あ
る
。
か
く
て
其
所
謂
精
聯
物
理
的
根

本
興
野
の
結
果
L
定
の
精
紳
物
理
的
活
動
の
意
識
的
相
關
關
係
の
浩
…
失
す
る
限
界
に
到
達
し
、
粒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
無
意
識
的
野
畳
及
表
象
の
卜
定
を
立
し
．
此
領
域
に
あ
ウ
て
は
な
ほ
彗
星
物
理
的
活
動
纏
績
す

と
し
π
の
で
あ
る
。
三
碧
に
よ
れ
ば
或
刺
戟
に
よ
ウ
喚
起
さ
れ
而
か
竜
意
識
を
動
か
す
に
足
ら

　
　
　
　
無
　
　
意
　
　
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
五
三

、
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五
餌

ぎ
る
如
．
き
威
畳
は
無
意
識
た
う
、
而
し
て
無
意
識
に
は
種
々
の
段
階
あ
る
こ
と
を
・
唱
へ
て
居
る
。
．

　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

彼
は
叉
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
の
如
く
意
識
は
無
意
識
に
朱
難
し
無
憶
識
は
意
識
よ
う
生
成
す
と
思
惟
し
、

此
考
は
後
ヴ
ン
ト
を
影
響
し
て
居
る
や
う
で
あ
る
。

●

三

　
近
世
心
理
學
者
申
無
意
識
に
特
に
重
大
な
る
意
義
を
與
へ
、
之
に
解
し
深
き
研
究
を
な
せ
る
竜

の
は
フ
・
柔
ラ
｝
グ
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
戦
勢
、
下
問
、
時
間
、
感
畳
及
感
情
並
に
叉
力
、
物
理
的
不

可
量
物
及
物
質
の
根
概
を
な
す
竜
の
は
實
に
衝
動
で
あ
る
。
而
か
も
そ
は
禁
止
さ
れ
ざ
る
．
限
・
り

意
識
な
き
状
態
に
あ
ム
、
禁
止
．
さ
る
＼
や
始
め
て
そ
は
自
己
観
察
に
現
は
れ
、
邸
意
識
さ
る
＼
に
至

る
。
而
し
て
貞
己
保
存
の
根
本
的
基
礎
衝
動
は
其
固
有
の
深
慮
に
於
て
無
意
識
に
留
ら
ん
と
す

る
努
力
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
が
分
れ
て
馬
騎
的
衝
動
と
な
る
や
、
鼓
に
意
識
的
と
な
る
の
で

あ
る
。
き
れ
ど
意
識
的
及
無
意
識
準
歌
態
は
決
し
て
漸
次
的
差
違
に
あ
る
に
あ
ら
ず
、
意
識
は
．
寧

ろ
無
意
識
的
欺
態
に
於
て
全
く
照
せ
ぎ
る
新
し
き
表
象
内
容
の
性
質
を
有
す
る
。
攣
れ
實
に
ラ

イ
ブ
櫛
　
ッ
ツ
等
と
異
な
ウ
フ
ォ
ル
ト
ラ
葦
ゲ
に
早
う
始
め
て
明
瞭
に
な
う
し
考
で
あ
る
。
然
る
に
彼
の

無
意
識
は
凡
そ
典
の
四
つ
の
異
な
れ
る
嶽
念
を
含
ん
で
居
る
。
卸
一
に
は
絶
封
的
な
る
無
意
識
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的
能
力
、
二
は
表
象
す
べ
き
叉
は
表
象
す
べ
か
ら
ざ
δ
表
象
内
容
群
。
三
に
は
精
紳
内
に
あ
う
而
か

竜
未
だ
注
意
の
焦
織
に
來
ら
ざ
る
表
象
内
灘
彼
は
之
を
舞
び
Φ
毒
、
器
。
Q
・
u
・
註
。
・
－
一
毒
言
章
段
・
謬
箪

同
三
善
σ
q
。
資
ゴ
傘
塾
紳
三
Φ
と
云
っ
て
居
る
）
四
に
は
嘗
て
意
識
的
た
う
序
し
て
再
．
ぴ
無
意
識
と
な
れ
る
潜

勢
的
而
か
竜
回
想
し
導
べ
き
表
象
内
容
是
で
あ
る
。
　
フ
ォ
ル
ト
ラ
婁
グ
の
無
意
識
論
の
敏
熾
は
是

等
多
く
の
概
念
を
明
瞭
に
せ
ず
互
に
混
用
せ
る
識
に
あ
る
が
、
之
を
根
祇
と
し
て
精
紳
生
活
を
説

明
せ
ん
と
せ
る
努
力
は
甚
だ
多
と
す
べ
き
竜
の
が
あ
る
。

　
フ
ォ
ル
ト
ラ
書
ゲ
に
次
ぎ
無
意
識
的
能
力
を
高
調
せ
る
も
の
は
ア
イ
・
イ
事
チ
・
フ
ヒ
ヒ
タ
で
あ
る
。

彼
に
よ
れ
ば
意
識
は
盤
に
饗
し
副
次
的
現
象
其
属
性
叉
は
偶
然
的
の
竜
の
に
し
て
濁
立
的
實
膿

的
の
も
の
で
な
い
。
　
そ
は
不
生
産
的
に
し
て
何
等
新
し
き
竜
の
他
の
も
の
叉
は
高
き
竜
の
を
齎

さ
ず
、
唯
内
部
め
擬
態
と
し
て
輝
き
精
紳
内
に
存
す
る
實
際
の
歌
態
及
鍵
化
の
擦
過
的
光
輝
に
過

ぎ
盛
。
．
而
し
て
意
識
或
は
自
我
を
精
脚
と
同
一
制
し
機
外
的
の
、
も
の
と
な
す
は
新
心
理
學
の
根

本
誤
謬
に
過
ぎ
ず
と
し
て
居
る
。
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
雨
垂
の
フ
ォ
ル
ト
ラ
葺
ゲ
及
フ
。
ヒ
デ
の
努
力
を
縫
承
し
質
ッ
ェ
の
影
響
を
受
け
て
、
更
に
熱
心
に

無
意
識
を
研
究
せ
る
も
の
に
ウ
戸
リ
チ
が
あ
る
。
故
に
彼
．
は
7
鷺
ヒ
チ
及
後
に
述
べ
ん
と
す
る
ハ

川
㍗
マ
ン
と
の
移
行
を
な
す
竜
の
と
見
る
こ
と
が
禺
堪
る
が
一
方
に
哲
學
的
思
索
に
於
て
フ
。
七

　
　
　
　
無
　
　
憲
．
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
五



536

　
　
　
　
哲
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五
山
ハ

タ
に
及
ば
ず
、
他
方
に
生
理
的
説
明
に
達
て
充
分
な
ら
ざ
る
所
が
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
精
紳
の
あ

ら
ゆ
る
無
意
識
的
活
動
は
内
在
的
衝
動
よ
ウ
喚
起
さ
れ
井
口
さ
れ
る
。
而
し
て
此
意
昧
に
於
け

る
衝
動
は
識
別
力
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
意
識
は
識
別
力
及
其
働
よ
う
成
る
が
故
に
、
其
等
識
励

力
及
其
働
よ
ウ
は
直
接
何
等
の
意
識
を
有
す
る
こ
と
が
出
來
諏
。
邸
商
初
め
に
無
意
識
的
無
意

的
な
る
識
別
及
豫
想
に
．
よ
6
て
、
吾
人
は
吾
人
を
園
続
す
る
外
界
の
意
識
に
達
す
る
こ
と
が
出
來

る
。
こ
は
後
、
の
リ
ッ
プ
ス
、
ブ
レ
ン
タ
ノ
i
等
の
動
作
と
内
容
と
の
劉
を
な
せ
る
先
駆
と
謄
ふ
る
こ

と
竜
掲
來
る
。
彼
は
又
モ
書
ズ
レ
ー
、
レ
ゥ
エ
ス
等
の
如
く
、
無
意
識
心
的
現
象
の
存
在
を
謹
す
る
た

め
、
替
鞘
の
例
を
と
ウ
家
う
て
弐
の
如
く
云
っ
て
居
る
。
極
小
な
る
物
鐙
は
之
を
知
畳
し
得
ず
と

難
も
、
蒲
か
面
訴
宮
印
象
は
之
よ
ウ
出
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
臓
。
何
と
な
れ
ば
大
な
る
物
下
竜
弱

く
し
て
認
知
す
べ
か
ら
ざ
る
多
言
の
警
官
印
象
の
複
合
に
よ
う
て
見
得
ら
る
ぺ
け
れ
ば
で
あ
る

と
。
乙
れ
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
考
と
似
て
居
る
が
、
作
用
の
総
和
は
個
々
の
要
素
と
唯
に
籔
量
上
の

み
な
ら
ず
性
質
上
に
於
て
匪
別
さ
る
て
ふ
原
理
を
顧
み
ざ
る
考
で
あ
る
。
　
ウ
ル
リ
チ
は
更
に
其

無
意
識
的
雲
気
の
公
定
を
支
持
す
る
カ
め
、
原
像
に
認
め
ら
れ
ざ
ウ
し
も
の
を
残
像
に
於
て
見
る

と
ふ
事
實
を
あ
げ
、
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
も
亦
之
を
高
調
し
て
居
る
。
併
し
景
雲
威
畳
の
實
際
無
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

だ
乏
し
や
否
や
を
漉
す
る
ζ
と
を
得
ず
、
注
意
作
用
の
分
解
の
結
果
は
必
ず
し
も
此
七
二
を
支
持
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る
こ
と
が
．
出
摩
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で
あ
ら
5
と
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れ
る
。
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無
意
識
の
論
は
ハ
ル
ト
マ
ソ
に
至
う
て
最
竜
精
細
を
極
め
て
居
る
。
彼
は
無
意
識
を
ば
吾
人

の
蓮
例
の
意
識
下
に
隠
れ
た
ゆ
’
9
第
二
入
格
と
思
惟
せ
る
が
・
其
構
造
及
作
用
に
於
て
通
例
の
意
識

に
比
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
π
。
此
の
如
く
し
て
彼
は
先
づ
其
無
意
智
識
を
・
フ
イ
プ
湾
ツ
の
極

小
知
畳
叉
は
フ
ェ
ヒ
ネ
ル
の
無
意
、
識
的
威
畳
と
颪
劉
し
．
是
等
の
見
解
を
担
斥
し
て
居
る
。
彼
は
叉

意
識
と
自
我
意
識
、
意
識
と
注
意
と
の
斑
晶
を
明
か
に
し
．
ヘ
ル
バ
ル
ト
が
無
意
識
的
歌
態
と
自
我

意
識
的
な
ら
ざ
る
或
は
不
注
意
の
歌
態
と
を
混
覆
せ
る
を
難
じ
て
居
る
。
か
く
て
彼
は
更
に
意

識
が
意
識
態
（
罵
¢
毒
馨
ぎ
3
或
は
意
識
形
式
（
ゆ
Φ
宅
話
。
。
露
円
理
h
O
毒
）
と
し
て
度
を
有
す
で
ふ
こ
と
に
就

き
箏
ひ
、
フ
ォ
ル
ト
ラ
置
ゲ
の
考
は
更
に
鼓
に
明
瞭
な
る
に
至
つ
だ
の
で
あ
る
。
即
意
識
的
と
無
意

識
的
と
の
言
立
は
程
度
の
差
逮
に
あ
ら
ず
し
て
互
に
矛
漏
せ
る
害
意
で
あ
る
。
其
故
に
所
謂
低

度
の
意
識
例
へ
ば
動
物
界
に
存
す
る
如
き
も
の
は
、
凡
て
亦
此
並
立
の
一
方
の
側
帥
意
識
の
側
に

立
つ
竜
の
で
あ
る
。
彼
に
從
へ
ば
無
意
識
は
三
群
に
分
れ
る
。
即
生
理
的
無
意
織
、
相
面
的
無
意

識
及
素
封
的
無
意
識
、
是
で
あ
る
。
此
申
生
理
的
無
意
識
は
憩
経
系
統
の
物
質
的
中
畑
器
官
の
静

　
　
　
　
無
　
麿
窄
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



53S

　
　
　
　
哲
　
剛
学
　
研
　
究
　
　
第
三
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
八

止
分
子
的
傾
向
を
包
括
す
る
。
從
っ
て
劣
等
生
物
に
於
て
、
刺
戟
に
よ
ウ
一
定
の
目
的
に
封
ず
る

有
目
的
機
制
を
起
し
、
一
定
の
運
動
を
起
し
刺
戟
閥
の
ほ
と
り
に
て
意
識
作
用
を
解
螢
す
る
如
き

之
に
属
す
る
。
而
し
て
此
の
如
き
は
維
劉
的
無
意
識
活
動
に
竜
上
封
的
無
意
識
的
活
動
に
も
厩

せ
訟
。
何
と
な
れ
ば
そ
は
全
く
何
等
心
的
の
込
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
即
静
的
記
憶
の
痕
跡

は
何
等
表
象
に
あ
ら
ず
し
て
、
或
表
象
の
下
魚
を
容
易
に
す
る
脳
髄
に
於
け
る
分
子
の
活
動
に
過

ぎ
ぬ
。
次
に
相
甥
的
無
意
識
は
生
物
の
低
度
の
無
塩
意
識
に
は
識
昼
識
的
た
う
、
生
物
の
最
高
の
申

心
意
識
或
は
杢
意
識
に
照
し
て
は
閾
下
に
あ
り
即
無
意
識
に
あ
る
。
共
故
に
相
懸
的
無
意
識
は

生
理
的
無
意
識
に
反
甥
に
し
て
物
的
に
あ
ら
ず
心
的
た
う
と
錐
も
絶
甥
的
無
意
識
に
羨
し
て
は

心
的
活
動
に
あ
ら
ず
受
動
的
心
的
凝
化
或
は
低
度
の
意
識
に
於
け
る
心
的
現
象
だ
6
、
郎
そ
は
其

自
身
意
識
的
な
れ
ど
竜
申
心
意
識
に
寄
し
て
無
意
識
で
あ
る
の
で
あ
る
。
絡
り
に
固
有
の
絶
甥

的
意
識
は
、
一
方
に
は
其
虞
身
無
意
識
に
し
て
他
方
に
は
幾
分
心
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
帥
第

一
理
由
よ
ム
し
て
相
野
的
無
意
識
と
異
な
う
、
第
二
理
由
よ
蚕
し
て
生
理
的
無
意
識
と
異
な
っ
て

居
る
。
元
來
彼
の
哲
學
の
主
要
な
る
燐
は
．
渇
望
原
理
と
機
械
原
理
と
の
結
合
に
あ
る
。
絶
鋤
は

無
意
識
的
に
絡
局
目
的
に
向
ひ
進
行
し
つ
＼
あ
ウ
、
か
の
植
物
界
叉
は
無
機
界
に
於
て
奄
亦
無
意

織
は
常
に
学
的
に
向
ひ
纒
等
し
、
而
し
て
そ
は
本
能
に
去
て
明
か
に
現
は
れ
て
居
る
。
外
界
事
物
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の
直
観
竃
威
畳
の
無
意
識
的
共
働
よ
う
成
る
の
で
あ
る
。
表
象
の
聯
合
も
無
意
識
的
に
形
成
せ

ら
れ
、
威
惜
意
志
芯
無
意
識
的
作
用
に
よ
ウ
早
う
、
從
っ
て
屡
々
不
可
解
な
る
乙
と
が
あ
る
。
然
ら

ば
世
界
寸
言
の
目
的
は
何
で
あ
る
か
。
そ
は
絶
野
其
者
の
無
上
の
幸
輻
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ど
此

別
号
は
玉
響
的
の
竜
の
に
過
ぎ
ず
し
て
解
脱
（
津
｝
ぴ
ω
琶
σ
Q
）
郎
等
で
あ
る
。
此
の
如
く
な
る
を
以
て

ハ
7
ト
マ
ソ
の
無
意
識
は
ヲ
ィ
プ
ニ
。
ッ
、
ベ
ネ
ケ
、
べ
〃
バ
γ
ト
、
フ
。
ヒ
ネ
ル
等
と
異
な
ウ
寧
ろ
シ
ヂ

ン
グ
、
へ
『
ゲ
〃
、
シ
通
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
に
近
き
竜
の
が
あ
る
。
彼
は
因
果
の
蓮
小
異
敏
隆
の
存
す
る

盛
合
に
は
常
に
、
此
假
定
を
適
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
ぜ
｝
ム
ス
は
之
を
、
葺
舅
び
謬
α
q
σ
Q
同
9
ヨ
負
h
諺
≦
一
旨
拓

五
三
．
と
呼
び
、
ヘ
プ
デ
ィ
ン
グ
も
『
笠
懸
は
ガ
リ
レ
オ
が
凡
て
杢
能
の
意
志
に
訴
へ
綴
る
が
如
く
、
彼
の

無
意
識
は
凡
の
込
の
を
詮
明
す
る
が
故
に
何
者
を
も
、
説
干
せ
ず
と
云
は
箆
と
す
』
と
田
っ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
×
八
）

　
以
上
吾
人
は
無
意
識
な
る
概
念
の
登
逮
を
通
覧
し
泥
る
を
以
て
、
次
に
之
に
慨
す
る
論
争
の
梗

概
を
述
べ
や
う
と
思
ふ
。
ハ
未
完
）

　
　
註（

一
）
　
磐
ズ
同
一
題
下
に
一
・
小
論
交
を
難
誌
『
無
漁
燈
』
に
揺
載
せ
る
顎
｝
と
あ
れ
ど
其
後
諸
書
・
を
渉
猿
し

　
更
に
新
し
き
考
察
を
な
せ
る
黙
あ
る
を
以
て
鮫
に
復
ぴ
竜
の
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
二
）
　
ハ
ル
ト
マ
ソ
は
之
を
カ
ル
ス
に
訳
し
た
の
で
あ
る
が
、
彼
に
よ
り
で
明
瞭
に
な
り
し
も
の
と
鼓

　
　
無
　
意
　
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
五
九
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銅
質
　
　
學
　
　
砺
　
　
究
　
　
　
餓
曙
　
三
　
十
－
　
八
　
晒
騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
○

　
ふ
べ
く
、
其
起
始
は
矢
張
ラ
イ
ブ
ニ
ヅ
ッ
と
な
す
を
穏
當
と
す
る
。

（
三
）
　
從
來
余
は
耳
乙
宥
叉
は
く
自
馨
。
笛
⇒
ご
G
q
は
典
に
擬
念
と
課
し
て
居
る
が
近
時
は
普
麺
雨
語
共
に
表
象

　
の
課
を
用
み
る
者
が
多
い
。
　
今
は
廻
語
の
議
論
は
略
す
る
が
大
膿
に
於
て
鵠
魯
を
鐙
念
と
く
O
謎
陣
。

　
に
β
ご
σ
q
を
表
象
と
課
す
る
こ
と
』
し
た
。

（
凶
）

胃
①
9
昌
⑦
盤
垣
解
琶
。
螺
。
自
霞
℃
橘
昏
◎
唱
噸
絶
♂
疑
り
猿
》
じ
。
O
｛
が
Q
◎
べ
’

　
　
　
簡
．
　
N
き
争
裟
羨
伸
2
押
ゆ
Q
。
凶
険
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
」

（
五
）
　
同
．
胸
．
周
ぢ
犀
。
“
財
超
。
げ
。
ざ
σ
q
帥
。
》
H
w
G
o
ご
が
山
留
糞
μ
O
鉾
駄
3
P
O
…
H
凝
㏄
9

（
六
）
　
d
岸
ご
け
ピ
2
ご
β
ビ
獅
ひ
0
9
（
・
旧
O
歪
面
乙
臥
榔
①
o
凶
ロ
。
圏
三
献
緊
。
げ
。
剛
。
σ
舞
噛
。
臥
房
出
。
図
姦
。
げ
①
累
層
H
G
o
霧
噂
G
o
h
ρ
¢
の
ぎ
馳
み
㏄
・

（
七
）
　
直
接
引
用
し
得
ざ
り
し
も
の
は
多
く
は
左
記
に
依
る
。

　
潤
轟
け
目
蟄
巨
豆
諸
。
恥
亀
口
。
回
淀
同
。
げ
。
ご
σ
q
圃
。
胃

（
八
）
　
国
α
露
畠
貯
σ
q
軸
Q
拐
◎
財
陣
。
匿
。
昏
。
門
男
げ
篇
。
砿
。
喧
隊
o
H
G
o
¢
3
H
困
齢
σ
旨
・

▼


